
















岡山県　岡山市
 こう　らく　えん

延養亭

後楽園

【延養亭（えんようてい）】

藩主の居間で、園内で最も重要な建物だったが、戦災で焼失し、昭和三十五年に当
時第一級の木材と技術で築庭当時の間取り「御茶屋御絵図」を元に復元された。
築庭当初から現在の位置に建てられ、藩主の座る主室からの眺めが最も美しくなる
ように、庭園が作られている。現在もこの景観の保全につとめている。沢の池、唯
心山、借景の操山と、園内外の景観が一望できる、後楽園の中心的建物である。現
在、期間限定で一般公開がある。また、お正月や月見などの年中行事の時には、琴
の演奏が催される。
延養亭には隣接する茶室「臨い軒」がある。天井に龍の絵が描かれていることから
「龍の間」とも呼ばれている。戦争で焼失し、延養亭とともに復元された。現在の
龍の絵は、倉敷市出身の日本画家池田遙邨画伯によって、描かれたものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※「臨い軒」は非公開）

【庭園】

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

後楽園　延養亭・島茶屋

延養亭（昭和35年復元）・島茶屋（不明）

木造平屋建
岡山県岡山市北区後楽園１－５

086-272-1148

http://okayama-korakuen.jp/

3月20日～9月30日午前7時30分～午後6時
10月1日～3月19日午前8時～午後5時（年中無休）

ＪＲ岡山駅から徒歩２５分 駐車場有

特別名勝

島茶屋

見どころ

【島茶屋（しまちゃや）】

岡山後楽園は、江戸時代を代表する大名庭園の一つである。延養亭や能舞
台を中心とした亭舎、園内各所に置かれた茶室や祠には、歴代藩主の思い
が込められている。

[曲水] 昔は旭川の約4km上流から対岸ま
で引いた後楽園用水を利用していたが、
今は伏流水をくみ上げている。 その水
を池や滝に上手に利用し、 優れた水の
景色を作り上げている。

[芝を大量に使った庭] 日本に広く自生し
ている野芝を使った明るく広々とした庭
園である。築庭当時、芝は沢の池西側の
延養亭から見える範囲にだけ使われ園内
の大半は田畑であった。その後、田畑の
削減に伴って芝生地が広がり、園全体に
使われたのは明治以降。

園内最大の池である「沢の池」の
中の島にある茶屋である。
園路より西に向かって太鼓橋を渡
る。通常は一般公開されていない
が、茶室として人気の貸し出し建
築物である。
                  板の筋違い橋で繋
　　　　　　がっている御野島
                  には釣殿があり備
                  前焼の鶏が寄棟の
                  棟上に置かれてい
                  る。（御野島への
                  一般見学は不可）
　　　　　　

広い芝生地や、池、築山、亭舎が園路や水路で結ばれ、歩きながら移り変
わる景色を眺めることができるよう、工夫された庭園である。通年四季折
々の景観に合わせた、趣向を懲らせたイベントで賑わう。春と夏と秋には
人気のイベント、夜間特別開園「幻想庭園」が開催される。

延養亭　藩主の座る主室からの眺め

4畳半に床ノ間、床脇付。東に、2畳と直角3角形の板間付。
4畳半は、腰付障子で南と西が開放され、 障子の外には、濡
れ縁が廻る。 濡れ縁には、 南側に切石の、 西側に自然石の
沓脱石が配置されている 。東側 2畳半大の室の東壁面は 、
5尺2枚割の腰付障子で、 勝手口だったと思われる。 3角形
の板間の斜辺に辺る壁面には、 丸窓が添えられている。 4
畳半からは、南の唯心山から西の延養亭、2畳半の丸窓から
は、東南の流店、干入の森、桜林、梅林、が眺められる。
基礎は沓石、根回り竹横木下は差石。（島茶屋）

延養亭　室内からの眺め

入り口付近から沢の池と島茶屋の眺め

延養亭　床の間と池田治政の書

非常に洗練されたシンプルな室内。障子を開けると素晴ら
しい開放感と美しい景色は時を忘れるほどである。治政は
茶道を好み、書画、俳句などにも秀でていたが、特に大文
字の名人として知られていた。写真の掛け軸は「致遠（ち
えん・遠きを致す）」（延養亭）

島茶屋　室内から沢の池の眺め

島茶屋　丸窓 島茶屋　沢の池南岸からの眺め

島茶屋　室内続く竿縁

[ウメ(梅)]時期：2月上旬～3月上旬
[サクラ(桜)]時期：3月下旬～4月上旬
[ツツジ]時期：4月中旬～5月下旬
[ハナショウブ(花菖蒲)]時期：6月上旬～6月下旬 
[ハス]時期：6月下旬～7月下旬
[紅葉]時期：11月中旬～12月上旬











大田家住宅
一＂階”"屠

見どころ

蔵と隣接する主屋は、実に美しい日本建築である。小
規模な庭園が設けられ、住んでいた人やお客の目を楽
しませる造りとなっている。表の通りからも見える市
松模様の土間床は、瓦と漆喰で構成されたモダンなデ
ザインある。天井には網代天井が施され、ハイサイド
で設けられた窓は士間レベルから開閉できる装置がつ
いている。蔵の壁にあるナマコ壁は、1や4、5とい
った数を表現し、まるでサイコロのようである。

ヘ
揺
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広島県福山市
ロ

太田家住宅は、主屋や保命酒醸造蔵など9棟から構成される。建物の
建築年代は、文書や日記、棟札などから、主屋が18世紀中期、炊事場
・南保命酒蔵が18世紀後期、北保命酒蔵が天明8年(1788)、西蔵が

寛政元年(1789)、東保命酒蔵が寛政7年(1795)、釜屋・新蔵•北
士蔵が19世紀前半頃と考えられている。本建物は太田家住宅と呼ばれ
ているが、もとは中村家によって江戸時代中期から後期にかけて家屋
敷を購入しながら拡張・増築され、現在の規模となる。明治期になっ
て太田家が受け継ぎ今日に至る。
保命酒とは、創業者である中村吉兵衛が餅米を主原料に、梗米、焼酎 
16種類の漠方薬を使って醸造した薬酒である。宝永7年(1710)には
藩から 手醸造販売権を与えられていたが、明治になり専売権がなく
なると保命酒醸造業者が増加、競争の激化と共に太田家は製造を終え
た。現在、原料や醸造方法は江戸時代とほとんど変わらない。ただし
オリジナル中村家の薬味の調合は 子相伝であったため、各醸造元の
工夫によって多少味に違いがある。

建物名称
建築年
構造・様式
所在地
電話
開館時間
アクセス

備 考

北鎖綸置•

(9m心I

太田家住宅は、平成3年(1991)
5月31日に重要文化財の指定を受
けており、平成8年(1996)から
平成13年(2001)まで、約6年の
歳月をかけて保存修理事業が行わ
れ、屋敷構えとしては最も充実し
た江戸時代末期から朗治時代初期
の姿に復旧整備された。四方が道
路で囲まれた本敷地であるが、東
（見取囮の下）の道路の対面に、
同じく重要文化財指定を受けた別
邸「太田家住宅朝宗亭」が建って
いる。雁木を独占するように海に
面しているため、専用の船着き場
をもっていたと考えられる。太田
家の一連の建物郡は、街区をまる
ごと占めるような大規模なもので
あり、鞘の浦の景観形成において
重要な役割を果たしている。

参考文献：太田家住宅を守る会 パンフレットより

太田家住宅
18世紀
木造
広島県福山市鞘町鞘842
084-982-3553

10:00~17:00（入館は16:30まで 火曜休館）
JR福山駅南口から鞘鉄バス柄線で「鞘港」下車、
徒歩5分
国指定重要文化財







山口県下関市
ちょうふもうりてい

正面玄関   庭から見た居住空間     

長府毛利邸

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

長府毛利邸

明治36年（1903年）

木造平屋建て 武家屋敷造り

下関市長府惣社町４番１０号

083-245-8090

http://s-kanrikousha.com/mouriteitop.html

9：00～17：00（12月28日～1月4日休館）

ＪＲ下関駅からバス23分「城下町長府」徒歩10分

長府毛利邸は、長府毛利家第14代当主・毛利元敏公により明治36

年に完成した邸宅。城下町長府にあり、近くには功山寺、乃木神社

などがあり、まちなかには長屋門や土塀が残っており、当時の風情

を今に残している。

武家屋敷造りの母屋は、書院、明治天皇ご宿泊の間、居住空間で

あった室が残されている。玄関土間部分の天井は格天井、正面には

鶴が描かれた板戸があり反対側には雉の絵が描かれている。中庭を

囲むように部屋が配置されており、その反対側は庭園に面している

ため、風通しがよく、季節の移り変わりを感じられる気持ちのよい

空間となっている。庭に面したガラス障子は、歪みのあるガラスで

和の趣が感じられる。

書院庭園は白壁に囲ま

れ、濡れ縁からの飛び

石の配置、手水鉢など、

庭自体に風格がある。

畳敷きの書院前室に座

り、庭を眺めていると、

時の流れがゆっくりと

感じられる。

長府毛利家の家紋は「一文字三星」と「抱沢瀉」を定紋

とし、他に替紋として「菫」「五七桐」「十六菊」を用

いた。その家紋をデザインした釘隠。

書院造りの床

の間。違い棚

と窓枠の意匠

も落ち着いた

雰囲気。

天井高は3ｍ。

廊下や前室に

面した欄間は

障子欄間に

なっており、

庭から庭へ風

が通るように

なっている。

部屋と部屋の

欄間は各部屋

装飾が違い美

しい。子供部

屋の欄間は松

竹梅。

居住空間であった家族

の室は池泉回遊式庭園

に面しており、回遊式

庭園の奥には枯山水が

配してある。

回遊を意識し作られて

いるため、石橋や石段

などが配置されている。

いろいろな眺望を楽し

みながら散策できる。

池の奥から眺める毛利

邸も美しい。



山口県長門市
かねこみすずきねんかん

写真提供：金子みすゞ記念館

金子みすゞ記念館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

金子みすゞ記念館

平成15年（大正時代の建物を再現）

木造二階建て 鉄筋コンクリート平屋建て

山口県長門市仙崎1308番地

0837-26-5155

http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/site/misuzu/

9：00～17：00（12月29日～1月1日休館）

ＪＲ仙崎駅から徒歩５分

金子みすゞは、山口県出身

の童謡詩人。

記念館は、「本館」と「金

子文英堂」からなる。

「金子文英堂」は、金子み

すゞの実家である書店を当

時の場所に再現したもので、

みすゞが童謡を書き始める

前の子供時代を過ごしたと

ころ。

表の書店から裏の庭まで、

通り土間がある商家のつく

り。庭を囲む形で風呂、便

所があり、土間の台所と風

呂の間に井戸のポンプがあ

りどちらにも使えるように

吐出口が回るようになって

いた。

通りの雰囲気も昔ながらの

風情が残っており、再現さ

れた大正時代の書店がなじ

んでいる。

当時、文英堂の

隣に造り酒屋が

あり、裏手に蔵

があったことか

ら、記念館は蔵

をイメージした

つくりになって

いる。

梁や入口に古材

が使われていて、

梁の迫力は圧巻

である。

文英堂二階のみすゞの部屋。格子窓から通りをながめ、行き交う人々、

仙崎の潮風、移ろう季節を感じながらすごしたであろう、みすゞの温

かいまなざしをうかがい知ることが出来る。この日々の感覚、感情が

後の作品に影響していることが感じられる居心地の良い和室。

当時の木製家具が再現されており、木のあたたかみと畳の良い香りが、

どこか懐かしい、心の落ち着く空間である。

書店から奥をな

がめる。ふすま

をあけ放つと庭

が見え奥までひ

とつづきの部屋

となる。



山口県山口市
やまぐちしさいこうてい

写真提供：山口市  

写真提供：山口市

大広間より中庭と客間棟を見る  

山口市菜香亭

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

山口市菜香亭

明治20年から昭和11年（平成15年移築復元）

木造二階建て（補強の為一部鉄骨有）

山口県山口市天花１丁目２番７号

083-934-3312

https://www.c-able.ne.jp/~saikou/

9：00～17：00（火曜日、12月29～1月3日休館）

ＪＲ山口駅からバス「野田学園前」徒歩２分

山口市菜香亭は、八坂神社

境内に料亭菜香亭として明

治10年に創業し、平成8年

まで営業を行っていたもの

を、平成15年に移築復元し

た文化施設。

現在残っている建物は、明

治20年から昭和11年の間に

増改築された部分。床面積

は、約1,000㎡。

菜香亭は山口の迎賓館とし

て使用され、歴史的人物や

歴代の総理大臣も訪れてお

り、直筆の書が飾られてい

る。

大豆の御汁で磨かれたとい

う黒光りする廊下や、ゆが

みのあるガラスなど和風建

築の良さを今に残している。

庭は大正時代の池泉観賞式

庭園を移築している。

大広間の床の間へ向かって右側には板の間の縁側、左側

には畳敷きの縁側があり、それぞれ、庭に面している。

ゆがみのあるガラス越しに、季節の風景を望むことがで

き、まるで絵画のようである。

窓ガラスは、大正15年にベルギーから輸入されたと思わ

れるフルコール法によるガラス。

約150畳の大広間。歴史的人物の法要や祝宴が催された。戦後はここで

結婚式が行われた。

床の間は、大正15年、昭和11年、二時代の意匠を再現しており、床脇に

違い棚がなく、床柱の柱身中央部を切り取る形。

大広間のスパンは7,760ｍｍもあり、木トラスが組まれている。建材は

一部に明治時代の物をそのまま使用している。大広間は、明治26年ごろ、

明治36年ごろ、大正15年ごろに増築を重ねており、その時代によってト

ラスが技術的に進歩している。その様子を検証できるよう、一部天井が

ガラス張りになっている。

当時の円卓や食器などが残っており、歴史が感じられる空間である。



山口県防府市
きゅうもうりけほんてい

二階からの景色

旧毛利家本邸

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

旧毛利家本邸

大正5年（1916年）

木造二階建て 書院造り

山口県防府市多々良1-15-1

0835-22-0001

http://www.c-able.ne.jp/~mouri-m/

9：00～17：00（12月22日～31日休館）

ＪＲ防府駅から約2.5キロ（車で約8分）

重要文化財

旧毛利家本邸として、大正5年（1916年）に庭園とともに

完成。ほとんど当時のまま残されおり、国の重要文化財に

指定されている。

江戸時代の大名家の御殿建築の流れを汲みつつ、近代的な

建築手法を巧みに取り入れているのが特徴。柱梁などの構

造材は木曾ヒノキ、板戸は屋久杉、また、階段は段板では

なく、ヒノキの一本物がもちいられるなど、厳選された素

材とそれらを活かす技術が格式高い邸宅を作り上げている。

一階の天井高、階高が高く、二階の窓からは、瀬戸内海を

借景に広大な池泉回遊式庭園と防府の街を望む。大正期の

ガラスを随所に使い、風通しがよく、心地の良い空間。

設計・監督は毛利家専属の建築技師原竹三郎、作庭は佐久

間金太郎。建物は合わせて12棟、敷地面積は8万4000㎡に

及ぶ。

玄関から応接間へつづく廊下及び応接間は、木目の美しい台湾ケヤキの

一枚板が敷き詰められている。（写真左：一枚板の廊下）

また、接客、居住の表の空間、家政を支える裏方の空間がきちんと分け

られており、表の空間の廊下はすべて畳廊下、裏方の空間は、すべて板

廊下である。（写真右：庭園に面した畳廊下）

壮大にして落ち着いた雰囲気の近代建築遺産としても貴重な空間である。

一階の大広間は、最も格式の高い部屋で、折り上げ格天井

にシャンデリアのライトも５つと豪華な仕様になっている。

当時はすべて邸内の自家発電でまかなっていた。

一階客室のシャン

デリアは特注のド

イツ製。高い天井

で違和感なく、和

風建築にとりいれ

られている。毛利

家の家紋である

「長門沢瀉」がデ

ザインされている。

二階客室のシャン

デリア。一階応接

間や廊下、食事の

間などすべてデザ

インを変える演出

がみてとれる。

全て当時のもの。

家紋「長門沢瀉」をさまざまな意匠に工夫した釘隠。



山口県萩市
きゅうゆかわけやしき

　

旧湯川家屋敷

主屋の茶室は四畳半で、床柱は松、落

し掛けは丸みをつけて塗廻して仕上げ

てあり、書院窓は横子が吹寄せの意匠

となっている。離れの待合は二畳のス

ペースで床柱はコブシ、踏込床で狆潜

りが設けてある。各所に設けられた手

水鉢も粋。蘭引（蒸留器）などの調度

品も見応えがあり、当時の湯川家の茶

道への造詣の深さが伺える。茶室から

は美しい庭園が眺められる。

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

旧湯川家屋敷

江戸時代

木造平屋建て 武家屋敷

山口県萩市川島67

0838-25-3139（萩市観光課）

萩市観光協会公式サイト

9:00～17:00（無休）

「藍場川入口」バス停より徒歩約10分

萩市指定史跡、近隣に桂太郎旧宅あり

この屋敷の一番の特徴は、随所に藍場川の水が利用されて

いることである。まずは藍場川の水を引き入れて造られた

池泉庭園。更に水は、池から建物の下を潜り台所へ流れる。

台所には、水面に近づく為の石段が設けられており、屋内

に居ながら川の水を汲んだり、野菜を洗ったりすることが

できる。このように川の水を生活用水として利用する為に

造られた石段は、萩では「ハトバ」と呼ばれている。風呂

場にある小さな「ハトバ」には囲いが設けられており、雨

に濡れずに水を汲むことができる。洗い場の床の花崗岩の

敷石には溝が加工され、ここから藍場川に排水される。庭

だけでなく屋内にも川の「流れ」を取り入れた建築である。

■台所の「ハトバ」

■風呂場の「ハトバ」

建物内には、湯川氏より建物と共に萩市へ寄贈された湯川

家ゆかりの鎧や槍、文化人の書や掛け軸も展示されている。

↑洗い場の排水溝

■茶室の意匠 ■待合の意匠 ■手水鉢

■蘭引

■茶室から庭園を望む

旧湯川家屋敷は、藍場川の最上流にある藩政時代の武家屋敷。藍

場川は、江戸時代に萩市の中洲に用水路として開削された人工の

川で、その水は生活用水としても利用されていた。屋敷は川沿い

から長屋門、主屋、離れで構成され、主屋には、玄関・座敷と茶

室などがあり、特に茶室回りの意匠が優れている。平成の初めご

ろまで代々湯川家の住まいであったが、平成5年に萩市に寄贈さ

れ、史跡として保存、一般公開されている。

屋敷内へ続く水路では、沢山の鯉が泳ぎ、庭園は、すすき・椿・

梅・オガタマ・つわぶき…自然豊かな癒しの風景が広がる。

長屋門の外壁には、舟板（和船の廃材）が使用されている。

■配置図兼平面図

(出展：旧湯川家屋敷パンフレット 発行：萩市）

見どころ



山口県防府市
ちゃしつ ほうしょうあん　（ほうふてんまんぐう）

茶室 芳松庵（防府天満宮）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

茶室 芳松庵

平成３年

RC造+木造 ２階建て

山口県防府市松崎町１４－１

0835-22-0214

hofutenmangu.com

9：30～16：00

「防府天満宮」バス停より徒歩３分

設計：大江宏建築事務所

どの部屋も見上げると、細部までこだわり抜かれた

天井や欄間、鴨居の装飾を見ることができる。

■大広間(10畳)の天井

■２階広間(6畳)の天井

蒲編み光天井 中央部は杉透し彫り板

■広間(8畳)の天井

防府天満宮は、太宰府天満宮・京都北野天満宮と並ぶ｢日本

三大天神｣のひとつとされている。菅原道真公はお茶に関す

る故実を調査・研究され世間に喫茶の習慣を広め｢茶聖｣と称

された。菅公とお茶の深い関わりを後世に伝えるため、ま

た茶の文化を通じて社と人との日常的なつながりを深めた

いとの主旨に基づき、研修の場を兼ねた茶室 芳松庵を建設。

（設計は日本建築の第一人者 大江 宏氏）

建物は現代和風の母屋と伝統的な茶室（芳松庵）を ｢流れ｣

として設けた池を渡る廊下で結んでいる。母屋は木造部分

と、茶会用の３０畳大広間を含むＲＣ造部分が一体となり、

違和感なく複合されている。

四季の移ろいを楽しめる庭園は、訪れる者の心を癒やし、

季節により変わる景色を楽しませてくれる。

■『流れ』を渡る廊下 ■四畳半の茶室

■大広間と広縁

■吊り束の装飾

■二階和室から庭園を望む

大広間のRC造の壁の厚みによって生まれた空間は広縁や廊下との

緩衝スペースとしてデザインされている。また間接照明の柔らか

な明るさで大広間だけでなく、庇や庭までを全体の空間に包み込

む温かみを感じさせてくれる。そして鴨居の吊り束には両面木目

が美しく出るよう浮彫ではなく彫り込みで装飾が施されている。

ひとつひとつ手作業で丁寧に造られており目を引く美しさである。

二階の6畳の和室からは季節を感じられる美しい庭園を望むことが

出来る。



山口県下関市
しゅあんくう　（しものせきしゅぞうかぶしきがいしゃ）

酒庵「空」（下関酒造株式会社）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

酒庵「空」

大正１２年

木造 レンガ造

山口県下関市幡生宮の下町8-23

083-252-0009

https://www.kuu.world

10：00～17：00（ｵｰﾀﾞｰｽﾄｯﾌﾟ16：30・水曜休）

JR幡生駅から約1㎞（徒歩約15分）

下関酒造株式会社は、大正１２年、４４５人のコメ農家

によって「地元に誇れる酒を造ろう」という思いから設

立された。北浦街道沿いに建つ 酒庵「空」は、その創業

当時に事務所として使用されていた建物で、「日本酒を

若い人や女性にも身近に感じてほしい」という思いで、

日本酒や酒かすなどを使用したメニューが楽しめるカ

フェとして生まれ変わった。

現しの小屋組は、建築当時のもの。土壁のクリーム色、

壁の白と調和がとれ、和モダンな雰囲気で落ち着いた店

内となっている。

当時からある金庫はレン

ガ造（フランス様式）で

作られており、現在は

ギャラリースペースとし

て使われている。

建物の表に煙突があり、

こちらも創業当時のもの

で、金庫とは違い、イギ

リス様式で作られており、

積み方を見比べることが

できる。煙突は先端を短

くしたり鉄板を巻いたり

と補修を繰り返しながら

保存されてきた。

フランス様式

（フランドル積）

最もレンガらしく美しい

積み方。

イギリス様式

フランス様式より丈夫で

構造物に多い積み方。

創業当時の酒造場は大空間を支え

るトラス構造の小屋組みが圧巻で

ある。現在は、酒蔵まつりやイベ

ントに使用されるホールに改装さ

れている。

また、当時の仕込み蔵は現在も貯

蔵庫として使用されており、こち

らは和小屋組で造られている。

この二つの建物は、立派な梁と当

時の職人さんの技術が見られる貴

重な建物であるが、残念ながら、

今は、見学が出来なくなっている。

地元の人々に愛されている会社であ

り、建物であることが感じられる

ほっとする和の空間、景色である。

煙突は老朽化が進んでいるため、今

後の維持は難しいかもしれない、今

こうして残っていることが嬉しい。



長岡家住宅

見どころ
長岡家住宅の茅葺の大きな寄棟と、この地方に古くか
ら残る「ひしゃぎ竹」で仕上げた外壁は、祖谷地方特
有のものだ。平側に長く伸びる縁側に座り、対岸を眺
めてのんびりするもよし、中で板間やタタミに座り
ゆっくりするもよし。見どころというより、居どころ
と言った方がしつくりくるそんな建物である。そして
建物だけでなく、対岸から眺めてみたり里道を歩いた
りして、集落をじっくりと楽しんでもらいたい。

イモ穴

新緑の落合集落

長岡家全景

徳島県三好市

長岡家住宅は、三好市東祖谷落合集落の
重要伝統的建造物群保存地区内にある伝統
的建造物（特定物件）の一つで、中腹から
やや下腹に位置しており、標高約900m
の南斜面に建つ。建築年代は、棟札が残っ
ており明治34年である。当初は同地区内
にある喜多家の分家として建築された。脇
土居あるいは西土居と呼ばれ、落合集落で
も上層農家であったといわれている。当家
は、木造平屋建、茅葺の寄棟造で、外壁
は、土壁を保護するため、竹を火で灸って
から割ってつぶした（ひゃいだ）ものを張
るという、祖谷地方に古くから残る工法の
「ひしゃぎ竹」で仕上げられている。上層
農家であったためか、間取りは食違六間取
で、祖谷の民家特有のオモテに相当する部
屋がなく、かわりに書院と床の間を備えた
座敷がある。土間が極めて小さく、通常は
平側に設けられる前便所が妻側にあるな
ど、この地方の他の民家とは多くの点で異
なっている。農業だけでなく来客も意識し
た格式の高さが分かる貴重な建物である。

落合集落は、県西部東祖谷のほぽ
中央にあり、祖谷川と落合川の合流
地点より山の斜面に沿って、東西約
750m南北約850mに広がる。
斜面を蛇行しながら上に向かう道路
沿いに民家が点在している。
集落内を東西南北に走る里道や石 」 一 ， ＿二

-- ‘̀ - ＿_ - _.:._ .て.:..� C-垣、田畑、森、そこで住む人々などF吋ー' -ーに．
すべてのことが、この集落を特徴づ
けている。 長岡家住宅 平面図
対岸の中上地区にある展望所から
ほぼ全景を一望することができる。集落内には、一棟まるごと貸し切りできる
茅葺きの民家が8棟あり、宿泊体験ができるほか、地場産食材やジビエを使
った料理を楽しめる古民家レストランもある。

建物名称
建築年
構造・様式
所在地
電 話
H p 

開館時間
アクセス

備 考

長岡家住宅
明治34年

対岸の展望所から見た落合集落

木造平屋、寄棟造、茅葺
徳島県三好市東祖谷落合
0883-72-3910（三好市文化財課）
www.miyoshi.i-tokushima.jp（三好市）
9: 00~16: 00（定休：毎週水曜日）
車：井川池田IC下車 1時間30分
バス：四国交通「鎖谷」下車 徒歩15分
重要伝統的建造物群保存地区内（特定物件）







徳島県板野郡藍住町
あいのやかた

主屋。寝床が囲む中庭では藍こなし作業が行われていた。 主屋内部　ミセ、中ノ間、オモテ座敷と続く

前面道路より見る、左から西寝床,南寝床、大門、番屋

大門、南寝床 東寝床

西座敷内部 東寝床内部、藍染体験ができる

南寝床内部

藍の館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

藍住町歴史館「藍の館」

〈主屋〉文化5年(1808)

〈主屋〉入母屋造本瓦葺二階建 他12棟

徳島県板野郡藍住町徳命字前須西172

088-692-6317「藍の館」 （一社）しじゅうはちがん

https://www.town.aizumi.lg.jp/ainoyakata/

改修中のため一時休館（令和４年秋から再開予定）
JR徳島駅から徳島バス（二条鴨島行）→東中富停留所下車

→徒歩5分

徳島県指定有形文化財建造物

奥村家は、文化年間から明治にかけての阿波藍
の最盛期における藍師・藍商の屋敷であり、そ
の建築群がほぼ完全に保存されている。
主屋は、広い敷地北寄り中央に南面して建ち、
これを囲むように県下でも遺構の少ない奉公人
部屋、南と東西に三棟の寝床(ねどこ)、贅を尽く
した西座敷、北・中・南の各土蔵、湯殿便所な
ど十三棟が建っている。

主屋は間口19.8m、奥行9.9m、入母屋本瓦葺き二
階建てで、棟札によって文化5年(1808)に建立さ
れたこと、また、文政10年（1827)に二階を継ぎ
足す大増築されたことがわかっている。主屋奥
（北）の離座敷は西座敷に劣らず凝った造りの数
寄屋風で、特に二階はいたるところに意匠が工夫
されている。
西座敷は、入母屋本瓦葺の平家建数寄屋造で藍取
引の接待用に使用された。本書院付きの床の間を
設けた上の間十畳と下の間十畳の続き間が三方縁
側で囲まれている。続き間は 可動式敷居を部屋
の端へ持ってくると継ぎ目のない一室となる。
三棟ある藍寝床は葉藍の寝かせ込み作業を行った
加工場で、藍こなし作業場の内庭に全て面してい
る。軸部は柱を半間おきに立て、壁は大壁にして
腰はササラ子下見板張り、上部は漆喰塗とし、防
火断熱や耐震性を高めている。二階床は太い骨組
みの架構の上に、真竹を敷きつめた上にむしろを
敷き三和土仕上げで、小屋組は登り梁と重ね梁の
併用である。西寝床の規模は、間口16.3m、奥行
6.3mで、木造切妻造本瓦葺二階建である。引用
「徳島の文化財[建造物］」(一社)徳島県建築士事
務所協会



徳島県三好市
あわいけだうだつのいえ・たばこしりょうかん

阿波池田うだつの家・たばこ資料館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

阿波池田うだつの家・たばこ資料館

推定 明治後期

木造二階建、切妻造、本瓦葺

徳島県三好市池田町マチ

0883-72-3450

www.miyoshi.i-tokushima.jp（三好市）

9：00～17：00

JR：阿波池田駅下車徒歩５分

車：井川池田ICから約５分

うだつの家 入館無料

うだつの家 正面

うだつの家（旧真鍋家住宅）は、三好市池田町本町通の

うだつの残る町並の中央に位置する。敷地は本通りから

谷町通りまで達した広さで、その中に、主屋、離れ、渡

り廊下の奥にはたばこ蔵、工場が配されている。

主屋は、木造二階建、切妻造本瓦葺、建築年代は明治後

期とされる。階上に寄棟のうだつが両側に上がっている。

通りに面した壁は黒漆喰で塗られ、１階には細格子、２

階には虫籠窓が設けられている。中に入るとミセと座敷

があり、そこから中庭を囲むようにして、東側に渡り廊

下が伸び、西側には離れが建つ。離れは平屋建、入母屋

造本瓦葺、建築年代は大正１５年との記述が残る。雨戸

の戸袋には欅の一枚板が使われ、内側にガラス戸を填め、

中庭を眺めることができる。茶室とした１０畳が２間並

び、天井には屋久杉の板を貼り、書院を構えた床の間に

は堅木がふんだんに使われており、贅をつくした造りと

なっている。奥のたばこ蔵と工場は２階建、大壁造とし、

蔵の小屋組は太物を使った合掌造としている。

阿波池田は、隣の井川町辻町と並び幕末から明治３８年の官営になるまで

刻みたばこ製造業で繁栄したまちである。当家は、真鍋武蔵によって万延

元年（1860年）に起業し、初めて蒸気機関の刻み機を採用したとされる。

現在は、たばこ産業繁栄の象徴とし、平成８年７月１日、三好市指定有形

文化財に指定され、旧工場部分は、阿波池田たばこ資料館として、刻みた

ばこに関する資料を展示し一般公開している。

また、生涯学習の場として運営し、活用を図っている。

阿波池田のうだつの残る町並みには、登録有形文化財の建物が数多くあり、

ジオガイドによるツアーなども企画されている。
離れ 床の間

離れ 廊下

離れ 釘隠し（松竹梅）

離れ 雨戸戸袋

たばこ蔵 小屋組み

配置図 渡り廊下と中庭



徳島県徳島市八多町
いぬかいののうそんぶたい

公演風景

襖カラクリ用敷鴨居 田楽返しの襖は小屋裏へ瞬時に上昇

船底楽屋 襖カラクリ

犬飼の農村舞台

見どころ

建物名称
建築年
構造・様式
所在地
電 話
Ｈ Ｐ
開館時間
アクセス
備 考

犬飼の農村舞台
明治6年（西暦1873年）
木造寄棟茅葺、平屋
徳島県徳島市八多町八屋67-3 五王神社境内
088-621-5417（徳島市教育委員会）
https://www.awanavi.jp/spot/20402.html
舞台公演開催日10:00～13:00
JR徳島駅→徳島市営バス五滝行き（終点）→徒歩10分
平成10年12月16日国指定有形民俗文化財指定

江戸時代から庶民の娯楽の花形だった歌舞伎や人形芝居
は、戦前まで全国いたる所で盛んに上演されていた。
集落には必ず神社が有り、その境内にそれを演じる芸能
施設として常設の建物を持つものも多い。これを「農村
舞台」と呼び人々親しまれに愛されてきた。当時阿波藩
の領地であった淡路島で生まれた人形芝居は、阿波徳島
で最も栄え、舞台の数も昭和42年の全国調査で確認され
た1,338棟のうち徳島県209棟と15.6％を占め全国一を
誇った。その内訳は1,122棟が歌舞伎、残り216棟が人形
芝居のための舞台であり、徳島はそのほとんどの208棟
が人形舞台であり全国の96％を占めていた。しかし、戦
後の映画やラジオ、テレビの普及で忘れ去られ、集落の
過疎化も拍車が掛かり舞台減少が急速に進んだ。
平成4年、徳島県建築士会阿波のまちなみ研究会の悉皆調
査により136棟を確認、その後農村舞台の保存と活用を
目的としたNPO法人阿波農村舞台の会が発足、平成19年
会の調査では100棟に減少していた。
犬飼の農村舞台は県下の農村舞台の代表格で、毎年１１
月３日には人形芝居と襖カラクリの上演が行われる。

構造：木造平屋で、舞台内部左右に正面、両袖それ
ぞれから１間の位置に大臣柱が設けられて、人形芝居
上演時に背景の襖建込み用の敷鴨居の取り付けや、本
手の手摺取り付け用として重要な役目を負う。
屋根形式：茅葺寄棟で小屋架構は扠首組。ただし屋
根裏まで竹に吊った襖を釣り上げて納まるように中央
部だけ梁を切ってカラクリへの工夫をしている。太夫
座は瓦葺切妻、背面増築部はトタン葺切妻。茅葺の舞
台は那賀町坂州とここ犬飼の２棟のみ残されている。
舞台の機構
歌舞伎舞台に付きものの廻り舞台は無く、人形芝居独
特の装置を持っている。大臣柱もそのためのもの。
●太夫座：舞台上手に一段高く斜めに迫り出した太
夫座（語りの太夫と三味線弾きの席）があり、これが
人形舞台の特徴となる。
●カラクリ機構：襖絵による舞台背景の転換装置で、
何重もの敷鴨居に入れた襖を引抜くなどするほか、襖
の中心に回転軸があり、裏表の絵を瞬時に回転して替
える田楽など、犬飼はカラクリ自体を見せ物「千畳
敷」として上演している。132枚の襖は、泥絵の具で
42景の色 々な花鳥風月や模様が描かれ、変化の方法
は引き分け、行き違い、チドリ、回転（田楽返し）、
上昇など巧妙なカラクリと奥へゆくほど小さくするな
どパースペクティブを強調して狭い舞台を深く見せ、
最後には大広間の奥御殿の景が再現され、見る者を楽
しませてくれる。
●船底楽屋：舞台床は4段になっており一番手前が二
の手として地面位置が床となり、本手は一段高く、そ
の奥がもう一段上がり千畳敷のカラクリ用敷鴨居を設
置した上々段があり、奥へまた一段上がって奥千畳が
ある。上々段の下は地面を掘って舟底楽屋が設けられ
ており、狭い場所での空間利用の工夫に感心させられ
る。

人形芝居上演風



香川県琴平町
 きゅうこんぴらおおしばい

旧金毘羅大芝居

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

旧金毘羅大芝居 通称｢金丸座｣

1835年(天保6年)、1976年(昭和51年)移築

木造 一部鉄骨/木戸､客席､舞台､楽屋等複合建造物

香川県仲多度郡琴平町1241

0877-73-3846

http://www.konpirakabuki.jp/index.html

9：00～17:00 (年中無休)

JR琴平駅・琴電琴平駅より車で5分、駐車場無し

国指定重要文化財 昭和45年6月17日

旧金毘羅大芝居は、天保６年（1835年）に建てられた、現存

する日本最古の芝居小屋である。江戸時代中頃から金毘羅信

仰が全国的に高まり、多くの参詣客で町は賑わいをみせてい

たといわれる。

年３回（３月・６月・10月）の「市立ち」の度に仮設小屋で

芝居、相撲、軽業、操り人形などの興行が行われていた。

しかし、だんだんに門前町の形態が整ってくるにつれて常小

屋の必要性と、また一方その設置を望む多数の庶民の声を反

映し、天保６年、高松藩寺社方より許可を契機に、当時、大

阪三座の一つ大西芝居（後の浪花座）の規模、様式、構造を

模し、富籤（現代の宝くじのようなもの）の開札場を兼ねた

常小屋として建てられた。

しかし、時代は移り変わり人々の娯楽の変化とともに近代以

降、小屋は映画館と変わり小屋の内部なども様式を変えて

いった。所有者が変わるたびに芝居小屋の名称は「金毘羅大

芝居」より「稲荷座」「千歳座」となり、明治33年に「金丸

座」と改名した後は現在でもこの愛称で親しまれている。

興行が衰退し廃館となるが、江戸時代より現代に至るまで風雨に耐え火

災にも遭うことなく、奇跡的に残った最古の劇場を後世に残すため保存

運動が始まり、国内外の建築、演劇に携わる専門家も加わり、芝居小屋

を訪れ専門的な調査が行われた。

昭和45年、歴史的、文化的価値が認められ「旧金毘羅大芝居」として国

の重要文化財に指定され、昭和47年から4年間の歳月をかけ、昭和51年

に現在の愛宕山中腹に移築復元された。

平成15年、復元及び耐震構造補強工事（平成の大改修）が行われた。調

査の結果、天井裏全面に鉄骨で構造補強が施され、補強を施すことによ

り、大梁を支えていた四本の支柱を除去することが可能となり、本来の

姿（江戸時代の内装）に戻された。併せて調査中に発見された痕跡を検

証し、判明した「ブドウ棚」と「かけすじ」が復元され、より江戸時代

の情緒あふれる姿に再現された。

昭和50年度の移築大改修以後、昭和60年から毎年「四国こんぴら歌舞

伎大芝居」が開催され、四国路に春を告げる風物詩となっている。

【花道】

舞台下手より直角に客席を貫き、鳥屋に通じている。

【すっぽん】花道の七三の位置にある切穴のこと。

【廻り舞台】

舞台中央にある直径４間（7.3ｍ）の円形に刳り抜き、回

転させることができる舞台。

【セリ】

廻り舞台にあり、「スライド」式に奈落と舞台を上下で

きるようになっている。

【空井戸】

舞台と花道の付け根に構えた半間四方の空枠。舞台下の

奈落に通じており、ここから出入りしたり、早替わりな

どに用いられる。

【仮花道】舞台上手より、直角に客席を貫いている。

【かけすじ】役者などが宙乗りするための装置。

【明り窓】開閉することで場内の明るさを調整する。

【顔見世提灯】

興行の際、役者の番付の代わりをしている。

【ブドウ棚】

竹で編んだ格子状の天井。花吹雪も散らすことができる。

約500本の竹を使用。











香川県三豊市
げすとはうすかちょうえん

外観

ゲストハウス花鳥苑

ゲストハウス花鳥苑は、笠田村7代目村長であった鳥取富

士男氏により建てられ、会合や来客のもてなしに使われた。

工期は長く大正後期に着手し創意工夫をしながら昭和前期

に完成させたといわれている。

和建築でありながら、天井は高く、欄間からやわらかく光

を取り入れ、客間を明るく開放的な空間にしている。また、

奥には洋館が付き和洋複合型建築となっている。

拘りを感じるデザインの建具より光が差し、より一層装飾

の細やかさが際立っており、見るものを喜ばせる。外周の

筬欄間の上部には鏝絵が廻らされ、視覚的に間延びしない

ように工夫されている。

国登録有形文化財として、適切に保存修理され現在もゲス

トハウスとして利活用されている。ぜひ宿泊して細部の拘

りを探って頂きたい。

ゲストハウス花鳥苑

昭和前期（西暦1920年代）

木造二階建て

香川県三豊市豊中町笠田笠岡1764番地1

090-8285-7040

https://abnb.me/vG2wwzsKbZ

ゲストハウスとして営業中（見学･宿泊は要予約）

さぬき豊中ICから車で約3分

国登録有形文化財

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

見どころ

【展望の間】

2階廊下の突き当りには3面をガラス建具に囲われた展

望の間を設け、3帖ほどの小部屋でありながら大変眺

めの良い心地よい空間となっている。

【客室の障子】

3方向すべて猫間障子と

なっている。

幅が狭いのが印象的。

どの方向も開くと庭が望

める。

コーナー部に欄間を寄せ

ているのが珍しい。

【浴室棟】

浴室の天井は換気口をそなえた格天井で、

浴槽は五右衛門風呂。現在は湯を貯める

システムになっているが、鉄釜のまろや

かな湯加減を体験することができる。

浴室横には床の間をそなえた3帖の休息

の間を設けており、茶室のような趣きが

ある。

【床脇】

【廊下の手すり】

一枚一枚図柄が違うことに注目して欲しい。

【欄間の彫刻】※建築当初のものではない

【門】

左側の門は茶室に入る門で網代戸、右側の坪庭に入る

門は石積みとなっている。



香川県東かがわ市
 みたにせいとうはねさぬきほんぽ

三谷製糖羽根さぬき本舗

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

有限会社三谷製糖羽根さぬき本舗（主屋及び砂糖釜屋）

大正 主屋の一部は1950年頃増築

木造瓦葺き

香川県東かがわ市馬宿156-8

0879-33-2224

https://wasanbon.com

午前9時から午後18時

JR引田駅より車で5分、高松道引田ICより車で7分

押場、砂糖釜屋等の建物の見学は要事前連絡

登録有形文化財（建造物）

座敷を改修した土間には長石を再利用し、既存の雰囲気

と調和した奥行きを感じさせる空間となっている。

建物内のランプシェードは小道具等を再活用している。

（写真左）牛の鞍を利用したランプシェード

（写真右）農具として使用していた苗籠のランプシェード

文化元年より続く讃岐和三盆糖の製造と販売を行っている三谷製糖

羽根さぬき本舗は、香川県の特産品である讃岐三白（綿・塩・砂

糖）の一つである砂糖（和三盆）を製造・販売している。

江戸時代、糖蜜を抜いた白砂糖は非常に重宝され、高松藩の特産品

として全国に知られるようになった。

200年以上も続く、昔ながらの手作り製法を継承する為、増改築を

行ってはいるが、基本的には創業当時のままの建物と道具を使用し

ている。

主屋は、瓦葺き木造２階建て、南北棟の切妻造りで、東面は下屋を

差し掛け厨子２階風に見せ、南方は平屋建の入母屋造りとしている。

店舗となっている主屋の一部は、元は主人の寝泊まりの場となって

いた座敷を改修した土間空間となっており、商品の展示及び接待の

場としている。

押入れ部分は、建具を外し畳を敷いた飾り床とし、押入れ上部は、

内にエアコンを収納し横桟の格子をはめ込んだ意匠としている。

土間の一部は小上がりとし、土間空間の単調さを和らげている。

階下中央部は「製法場」とい

う作業場となっており、天秤

形状の圧搾機（国の重要有形

民俗文化財にも指定されてい

る「押し舟」）が並んでいる。

押場内の壁は土壁及び漆喰壁

となっており、酵母菌が付着

している為、塗替えは行われ

ない。

主屋押場玄関の南に隣接する

釜屋は、母屋と同じく南北棟

の切妻造りで、桁行6ｍ、梁

間5ｍの平屋建てである。

屋根上に煙出しの越屋根と煉

瓦煙突を立ち上げた釜屋なら

ではの外観を呈する。

内部は、大釜3連と小釜1基の

煉瓦造竈を配置している。

釜屋小屋組み、越屋根を眺む煉瓦造の竈

駐車場から主屋へのアプローチは、趣の異なる切石と砂利

により、変化に富みながらも連続性を持たせている。

門の腰板張り上部漆喰の外観は、内部建物と統一し調和が

図られている。

表門（手前）と主屋（右奥）



香川県丸亀市
　よしだてい

吉田邸

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

吉田邸

1920年(大正9年)頃

木造

香川県丸亀市本島町笠島314

090-8692-1827(吉田邸 吉田様)

https://www.marugame-happylife.jp/islands/info/

事前問い合わせ・要予約

本島港から徒歩25分、レンタサイクル10分

本島へは丸亀港～本島港へフェリ―で35分

「重要伝統的建造物群保存地区」である笠島地区の古い町並み

に建つ「吉田邸」は、塩飽大工によって大正時代に造られたお

よそ築100年の邸宅である。

笠島地区には、江戸時代から戦前にかけて建てられた建物が

100棟あまり残されており、通りに面して格子構えに、二階に

は虫籠窓を設けたツシ二階建ての町屋形式の住宅が立ち並び、

間に塀を巡らせた家も点在している。吉田邸は通りに面して御

影石の切石布積みの塀と蔵が印象的な建物である。

笠島地区は、瀬戸大橋の周りに点在する大小28の島々からなる

塩飽諸島の中心であった塩飽本島の北東部に位置する小さな港

町である。かつて本島は塩飽水軍の本拠地として栄え、江戸幕

府の直轄地として自治を認められていた。塩飽の船方たちは高

い技術を誇り、江戸時代中期ごろまでは御用船方として活躍し

廻船業が盛んであったが、幕府の方針の変更により塩飽の廻船

は衰退していった。水夫や船大工達はその技術を活かし家大工、

宮大工へと転業し、塩飽大工衆として近隣諸国にその名を轟か

せ、手がけた寺社仏閣などが残っている。

外部建具や欄間のガラスから、室内に自然光が入る。座敷に座って

庭を眺めると一枚の絵のように見えるほど、視界を遮るものを極力

なくしている。縁側廊下の柱は少なく、外部建具の鴨居の見付は限

りなくスリムにしているにも関わらず、たわみやくるいは見られな

い。塩飽大工の技術の高さがうかがえる。

～塩飽大工の技と細部までのこだわり～

縁側の廊下

開放的な室内

縁側の廊下には長さ

12ｍもの節のない杉

の丸太材が使われて

いる。ガラスは大正

時代のものがそのま

ま残っており、光の

揺らめきが趣深い。

手前の大きな岩を

使ったつくばいにも

驚かされる。

【捻竿鯱】

丸太材の桁の組合わせ

る部分の仕口は、捻竿

鯱（ひねりさおしゃ

ち）という技法を使っ

ており、極めて難しい

宮大工の技法。

通りに面した外観

【ちり落とし】

ちり(埃)がたまりにく

いように横格子をわず

かに斜めに組んだ「ち

り落とし」の障子

【欄間の工夫】

刀の鍔を埋めこんだ粋

で珍しい欄間。

鍔の形は様々で、光が

透ける様が美しい。

【目線を意識】

座った目線で目に入る

足元に節が等間隔の竹

材を使い仕上げている。

【客用トイレ】

便器には染付が施され

ている。あでやかな牡

丹の花が見られる。

床は白いタイルと人研

ぎ石が市松模様に貼ら

れている。



香川県小豆郡
しおたけやまさんしょうゆせいきくながやもんおよびなや

塩田家ヤマサン醤油製麹長屋門及び納屋

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

塩田家ヤマサン醤油製麹長屋門及び納屋

昭和初期

木造平屋

香川県小豆郡小豆島町馬木字内浜甲182-１

0879-82-1014

http://www.yamasanshoyu.co.jp/welcomenote/index.html

店舗として営業（見学は要予約）

土庄港から35分・池田港から車で20分

国登録有形文化財37-0300（平成18年03月2日) 

ヤマサン醤油は、小豆島町内最古の弘化３年(1846年)か

ら醤油醸造所として営んでいる。馬木台地を源に西流し

内海湾にそそぐ馬木川沿いの北方に位置し、「醤の郷」

(醤油製造所が立ち並ぶ地域）の玄関口に位置している。

その建物の中で、玄関口にある製麹長屋門及び納屋はリ

ノベーションして現在では店舗兼茶屋として利用されて

いる。昔は船で材木を運ぶことが困難であったため、島

内にある材木を利用している。旧内海町内で利用された

建物の梁や柱は、必要な旧内海町内の家・醸造所・納屋

の立て直しに利用されたり、移築しながら再利用してき

た。外壁は潮風(塩害)や虫害に耐えられるよう焼杉と漆

喰の壁としている。麹を発酵させるためできる限り外気

の影響(温湿度差)を避け窓や扉を2重にして、天井には換

気口・屋根裏には空気抜きを設けている。店舗部分では、

木桶を利用して小物を置き、インテリアとして活用して

いる。

外観

ヤマサン醤油正面

３階建て木造醤油蔵

塩田家住宅長屋門及び塀

ヤマサン醤油の醤油醸

造所及び醸造所当主塩

田邸の道路向いの敷地

に製麹長屋門及び納屋

が建つ。

道路沿いのへの字平面

の平屋建納屋の東に２

階建のように見える製

麹長屋門が繋がる構成

で、製麹長屋門の西端

に間口一間半規模の門

口を開ける。門口は、

現在は店舗の一部に改

造し、商品陳列や、茶

屋として利用している。

製麹長屋門の東方を麹

部屋とし、南に下屋を

差し掛けている。

木造３階建ての１階から３階

まで大きな醤油樽を置き醤油

醸造していた。木桶の大きさ

が２mと深く重量もある為、梁

や柱を二重にするなど工夫が

されている。梁も曲がりのあ

る木材をそのまま利用して構

造材としている。小屋組みは

キングポストトラス、外壁は

焼板縦張となっている。

。

醤油醸造場の南方住宅敷地

の南編に建つ。入母屋造、

本瓦葺、腰を焼杉板張、上

部を黒漆喰塗とした長屋門

で、東に脇門、西に茶室を

繋げる。堀は、内側をコン

クリート節目仕上げ、外側

を縦板張とし、馬木川沿い

は谷積石垣の上を源氏塀状

として趣ある景観である。

通路から店舗を望む

元麹部屋の茶屋の天井

木桶を利用した飾り棚



香川県高松市
 おびかけじゅうたく

小比賀家住宅

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

小比賀家住宅

江戸時代前期（西暦1601-1700年)

木造寄棟造 茅葺、本瓦葺

高松市御厩町331

087-839-2660 (高松市役所文化財課)

http://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kurashi/kosodate/

bunka/bunkazai/shiteibunkazai/kenzo/kohigake.html

毎月第3日曜日 10時～16時

ことでんバス 御厩線「御厩」バス停より徒歩5分

小比賀家住宅は、江戸時代には、庄屋、

大庄屋などの役を勤めていた屋敷であ

る。香川県では古くからの豪族として

有名で、先祖は甲斐源氏武田氏から分

かれた。

約1,400坪もある広大な敷地の中央に

建てられた主屋は、間口十三間半、奥

行五間半という大きな建物で、17世紀

前期に建てられた。

屋根は寄棟造の茅葺きで、四方に本瓦

葺きの庇、棟には二間の本瓦葺きの煙

出しがある。外部からの出入口は複数

あり、内部は座敷上、下の両間、大玄

関、小玄関の間、仏間、神の間、奥の

間、居間、次の間、勘定場の床上部と

広庭と呼ばれる土間部とに分かれる。

広庭は、向かって一

番右の入口を入った

土間の部分で広さは

約25坪。主に来客の

待合所に使われ、時

には法廷の白州とし

ても用いられた。天

井の梁組みは400年

前の姿が今なおその

ままの形で残り、そ

の迫力は圧巻である。

広庭
座敷は身分が高い大切

な客の来訪があったと

きだけ応接間として使

われた。

特に「上の間」は、高

松藩主とその一族の来

訪を受けた時しか使わ

なかった特別な一室で

ある。壁は紙張りで、

大切な来客がある際は

障子や襖とともに張り

替えられていた。客人

に対する敬意とおもて

なしの心を感じられる

気持ちの良い空間であ

る。

また、座敷 下の間より、

香川県指定の名勝庭園

を座観するのも良い。

小比賀家住宅は、近年、耐震補強を含めた保存修理工事が行われた際も

建物に使われている部材(古材)を可能な限り再利用し、取り替える場合

も古い仕様に倣うことで、建物の価値を保っている。また、歴代の当主

が守り続けてきたという歴史の重みも感じられ、堂々たる風格を持つ、

後世に残し伝えたい建物である。

表庭より主屋をみる

午門

主屋西側の池泉回

遊式の築山庭園は、

力強い石組みと

「く」の字に湾曲

した曲水式地割り

が見られる。故重

森三玲先生から絶

賛をいただいた。

長さ36メートル

で、国内最大級の

長屋門である。主

屋からみて午の方

向にあり、午門と

呼ばれる。寄棟の

茅葺き屋根には、

約30トンの茅が

使われている。

庭園

座敷 下の間

一般の来訪者が入ることができるのは、広庭までであった。大玄関の間

の表に設けられた一間半の大式台の正面玄関は、高貴な来訪客の時以外

は使われず、家人が使えるのも、出陣と出棺の時だけという掟のある厳

しい格式をもつ玄関である。このように、出入口や各部屋の用途が来訪

者の身分により分けられていた。広庭より座敷上の間へと奥の部屋へ進

むにつれ、建具、畳の敷き方、釘隠しなどの細部の装飾をはじめとする

室礼が変化していく様は、当時の身分社会の世相を感じられる。

大玄関の間より広庭をみる

座敷 上の間

勘定場の床上げ部より座敷をみる

広庭



香川県高松市
 ひうんかく

披雲閣

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

披雲閣

西暦1917年（大正６年）

木造平屋一部２階建

香川県高松市玉藻町２番１号

087-851-1521（玉藻公園管理事務所）

http://www.takamatsujyo.com/

普段は外観のみ（1/1～3、5/5に一般公開）

ＪＲ高松駅より徒歩５分

大書院は、28畳３部屋が東西に並ぶ。南東北の三方に入側

を廻し、さらに四周に廊下を廻らす。西面の中央に入母屋

造桟瓦葺の附属屋を出し、物置と便所を設ける。

室内は、西面に床を構え、北に付書院を設ける。内法長押

と蟻壁長押を廻し、入側境に障子欄間、部屋境に筬欄間を

入れる。床は幅二間半、奥行一間の規模で畳敷とし框を黒

漆塗で仕上げる。床脇には天袋と鳥居棚形式の違棚を配す

る。室内、入側とも畳敷とし、入側を含めた座敷の規模は

142畳に及ぶ。天井は、室内、入側とも棹縁天井で、和風

シャンデリアを備える。

各部屋から外を眺めると、ゆれる大正ガラス越しに園庭を

眺めることができ、趣きがある。現在ではこのガラスを製

作することが出来ないため、古い建物を解体するなどの情

報を集め、使えそうな場合は、再利用しガラス修繕に充て

ている。

2020年から2030年(予定)まで披雲閣耐震補強工事を各部

屋について順次行っている。

披雲閣は江戸時代の城内の殿舎を意識した伝統的な建物の配置や意匠を持

つと共に、様々な規模、形式の座敷による充実した接客空間を擁する近代

の和風住宅である。江戸時代の城跡に再建され、大正時代における大規模

木造建築の技術的水準を示すものとして重要な建築物である。披雲閣の各

部屋は、その部屋から見える風景などから名前が付けられている。蘇鉄の

間の北側には島津家から贈られたと言われている蘇鉄が植えられている。

槇の間は２階建の１階部分に位置し、12畳半２部屋が東西に並び、南北

に入側を設け四周に廊下を廻らす。２階にある波の間には昭和天皇・皇后

両陛下が宿泊された。第２次世界大戦後しばらくは占領軍に接収されてい

たが、高松市が譲り受けてからは貸会場として結婚式、会議、茶会、華展

などに利用されている。
大書院

大書院の北側外観と大正ガラスの障子

槇の間（１階）

披雲閣平面図

披雲閣全景

外観 波の間（２階）

披雲閣は高松松平家十二代当主松平頼壽の別邸として築かれた。大正３年

に着工、翌年に上棟し、同６年に竣工した。瀬戸内海に面しており、香川

を訪れる賓客をもてなす迎賓館としての役割もあった。披雲閣という名は

江戸時代に三ノ丸にあった御殿の呼称に由来する。

本館は、木造で、接客、居住、家政などの機能をもつ各部を渡廊下で接続

しており、延床面積は1,887㎡に及ぶ。南を正面として玄関を構え、西か

ら北へ蘇鉄の間、大書院、槇の間の各広間を並置し、北方の庭園を望む接

客空間とする。玄関の北には杉の間、桐の間、松の間、藤の間が連なり、

居住と宿泊に供する。玄関の北東には勝手と調理場、桐の間の東には浴室

を設ける。廊下と渡廊下で囲まれた大小の中庭を配し、ゆとりのある平面

を構成する。平面計画は、廊下も含めて一間六尺五寸の柱割で、一体的に

設計されている。



香川県仲多度郡多度津町
はやしもとめてい

　

外観／大玄関

内観／座敷

林求馬邸

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

林求馬邸

1867（慶応3）年

木造本瓦葺き・書院造

香川県仲多度郡多度津町大字奥白方698

0877-33-3884

https://www.town.tadotsu.kagawa.jp/itwinfo/i135/

毎月第1日曜日 9:00～15:00

JR海岸寺駅出口から徒歩約25分

多度津町指定文化財

林求馬邸は、1867(慶応3)年に建てられた武家

屋敷である。

当時の多度津京極藩(1万石)の殿様は多度津陣

屋(現在の家中)の藩邸に住んでいた。

第6代の京極高典のとき、有事の藩主避難所と

して国家老の林求馬が別邸として築いたのが

当家老屋敷である。有事とは、多度津藩の藩

邸が海に面するので、外国船の攻撃を受ける

懸念である。その動機は、求馬が「安政元年、

神奈川沖で米艦をみる」とあり、日米和親条

約締結のために二度目の来日をしたM.ペリー

提督率いる美國海軍東印度艦隊、所謂「黒

船」であり、9船の大艦隊を見たことだった。

瀬戸内海の長閑な帆船を見慣れた求馬にとっ

て、さぞかし脅威であったと思われる。

第8代の林求馬時萬(ときかず)は、風雲急を告

げる時代背景を反映してか頻繁に改名してお

り、林求馬邸が建てられた時点では「林三左

衛門時萬」と名乗っていたが、現在も地元で

は「林求馬邸」として通っている。

見どころ

【林家の収集品】

書や絵画等の美術品からも当時の様子が覗える。

【頼所】

頼所の2階窓は来訪者を確認する見張り用であ

る。武家屋敷としての機能が見られる。

【山に囲まれた立地】

防衛のための立地であり、北庭は山を借景した

つくりとなっている。

【間取り図】

明治時代以前に建築されたものとしては珍しい

建物の東西方向に抜ける中廊下がある。

内部構造は客間、奥座敷、居間等一つ一つの建屋を独立させる寝殿造とは異

なり、ひとつの主屋の中で互いに連絡させる書院造となっている。

各部屋は大玄関右側六畳と廊下を挟んで北側の六畳を家臣の控えの間、大玄

関左側は茶室となり、その北側十四畳は、藩主に対面、または会議を行う場

である広間である。そしてその右側六畳は藩主の御成間となっており、座敷

と呼ばれている。また各部屋の欄間は透彫、天井は格天井で、家老格以上が

居住する座敷の様相を呈している。

外部構造としては玄関の屋根数棟が「かま型」に連接し、その正面は本瓦葺

の入母屋造となっている。正面にある大玄関は、御成玄関として、藩主が訪

れた時のみ使用する。それ以外の家臣は、小玄関（たのもう玄関）より出入

りする。玄関の棟木の下には「慶応三卯年六月林家繁栄億萬歳 四方潔界宝

牘嵯峨法泉院」とあり、これは林家の繁栄が永く続くことを祈念するため、

嵯峨の法泉院という寺院の宝牘（木製又は竹製の護符や御札）を建物の四隅

に配置し、邪気を払う結界を張っていることが書かれている。



香川県東かがわ市
さんしゅう　いづつやしき

①庭

②奥座敷

讃州 井筒屋敷

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

讃州 井筒屋敷

江戸後期から明治期

木造、入母屋造り

香川県東かがわ市引田2163

0879-23-8550

https://www.hnt.or.jp/sightseeing/idutsuyashiki/

10：00～16：00（母屋）

引田ICより車で約10分

定休日水曜日（祝日の場合は営業）

くぐり戸付二枚折り大戸のある玄関を入ると八畳二間つづきの大きな

帳場がある。

左手前に筒形の橋杭形手水鉢（はしくいがたちょうずばち）、その向

こう右に柱状の柱梁形燈篭（ちゅうりょうがたとうろう）が見える。

「橋」をテーマにした庭である。

帳場を通り庭に近づくと、表門、左手に奥屋敷が見える。

広大な敷地の中心に庭と茶室がある。

母屋から欄干のある渡り廊下を進むと茶室がある。

茶室を囲む廊下の欄間は松竹梅のデザインが施されている。

柱にはヒノキや松のシャレ木、ヒバのあて丸太など異なる種類の木材

が使用されている。天井には北山杉の小丸太とクリのなぐりが交互に

施工されている。

東及び北の塀は柴垣（しばがき）、南側は網代組（あじろ

ぐみ）で土塀が美しく化粧されている。奥屋敷の軒先のす

ばらしい手水鉢（ちょうずばち）、橋杭型燈篭（はしくい

がたとうろう）など、いろいろな形の石燈篭が数多くまた、

きわめて大きい飛石が置かれている。

西側が中座敷、東側が上座敷と呼びお客様をお通しする部

屋だった。南の障子を開けると「御成門」が見える。高貴

な方は、御成門から直接この座敷にお上がりになった。そ

のため、この部屋は南北両方に庭が見える屋敷で一番よい

部屋となっている。

天井の高さは９尺３寸（約３ｍ６０ｃｍ）と当時の住宅に

比べてとても高くなっている。

床の間は、畳敷き、壁には和紙が使われている。また座敷

の廊下も畳敷きになっている。このことから、この座敷は

とても格が高い場所であったことが窺える。

東かがわ市引田にある井筒屋（現在の井筒屋敷）は引田御三家の一つで、

江戸時代から地主や商家として栄えた旧家である。

１９８７年以降、住む人がいなくなり、荒れ放題になっていたが、地元

有志の熱意で自治体による改修が行われ、２００５年に一般公開された。



香川県高松市
ごうやしき（きゅういのうえけじゅうたく）

郷屋敷（旧井上家住宅）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

郷屋敷（旧井上家住宅）

1868年（明治元年）

木造平屋建、瓦葺

香川県高松市牟礼町大町1987

087-845-9211

https://goyashiki.co.jp

11:00〜15:00・17:30〜21:00、土日祝11:00〜21:00

高松中央ICから車15分、駐車場有

有形文化財37-0060〜0074号

上座敷

茅葺の小屋組

釘隠

前庭から見た主屋

離座敷 奥庭
各部屋で装飾が異なる欄間

中庭が望める客間

主屋は中央に敷かれたタタミ廊下の両側に、４室ずつ合計

８室の部屋がある。一番奥の部屋を上座敷と呼び豪華な装

いが凝らされ、数寄屋風の書院や七宝くずしの欄間など、

繊細で緻密な意匠のものがはめ込まれている。また、梁か

ら垣間見えるよくいぶされた茅葺きの天井も見応えがある。

井上家は江戸時代中期からの旧家で代々農業を営むうちに

信望を得るようになり、４代目半三郎義勝が与力の職を任

ぜられ、行政、司法、警護の任に当たり地域の発展に貢献

してきた。以来周辺の人から「与力屋敷」として親しまれ

てきた。

現在は、精粋讃岐料理に手打ち讃岐うどんを加えた料理店

「郷屋敷」として活用され、美しい庭園を眺めながら四季

の美味を楽しむことができる。

中央の表門を潜ると枯山水の立派な前庭が広がり、屋敷の

ほぼ中央に主屋が建っている。当地方で一般的な寄棟造の

４周に瓦葺の庇を付けた外観であり、規模は雄大である。

主屋の北側の中庭を挟んで離座敷が廊下で繋がれている。

北東隅の湯殿（現在は客間）も廊下と繋がって建っている。

敷地内には６棟の蔵があり喫茶室、待合所や食品庫などに

使用され、蔵の顔や姿を変えずに上手に使われている。

左／表門を挟んで東側に米蔵、西側に蔵がある。

西側の蔵は南面の腰が簓子下見板張、北面は真壁造となっ

ている。通りに面する窓に格子を入れるなど長屋門風の外

観とするのは珍しい。

左／米蔵は腰をなまこ壁とし、上部

を白漆喰塗としている。平面は平行

四辺形となっており、これにあわせ

て柱を菱形につくるなど、手の込ん

だ造になっている。

なまこ壁









愛媛県八幡浜市
きくちせいじてい

菊池清治家は当地の発展に大きく寄与した商家である。
木格子の店構えの外観は海運で栄え伊予の大阪と称された当時のまちの面影をしのばせる。

木製三輪自転車の1/2レプリカ展示中

２階和室

菊池清治邸

住宅棟店舗棟

1階店舗

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

ＨＰ

開館時間

アクセス

備 考

菊池清治邸

明治6年（1873年3月14日）築

木造 本瓦葺き（307.78㎡）

八幡浜市浜之町183番地

0894-21-3335

9:00〜21:00

駐車場は八幡浜市民文化活動センター駐車場利用

八幡浜市民文化活動センターから徒歩5分

菊池家は、江戸期以降、木蝋、海運その

他の業容を拡大。歴代当主には、幕末期

に活躍し内海貿易で財を成し、明治に入

り八幡浜銀行を設立した４代清治正明、

東京帝国大学を卒業、広島高等学校校

長・松山高等学校学長などを歴任し、八

幡浜市長として市政の舵取りをした７代

清治（名誉市民）などがいる。

建物は通りから見て店舗棟と右側の住居

棟の２棟で構成され、漆喰塗りの白壁に

店舗棟１階軒下に４枚、住居棟に２枚計

６枚の彫刻を施した欅材の持ち送りが並

ぶ。

店舗棟の大黒柱は欅、土間に面した上が

り框は桜材、2階は柱や長押に栂材、2階

座敷の天井と壁の下部を和紙貼りとする

など、趣向を凝らしながら全体としては

質実な家風を感じさせる。

庭のドングラ（道具蔵）では、日本最古

級の木製三輪自転車が発見されており、

現在大阪の自転車博物館サイクルセン

ターで保管展示されている。

平成29年4月19日に、八幡浜市有形文化

財に指定されている。



愛媛県西条市
 さいじょうえいこうきょうかいぼくしかん

西条栄光教会牧師館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

西条栄光教会牧師館

昭和26年（西暦1951年）

木造二階建て

愛媛県西条市明屋敷236-17

0897-56-2711

問い合わせによる

JR伊予西条駅から約2.4km いよ西条ICから約7㎞

国登録有形文化財 令和3年指定

西条栄光教会の建築群は江戸時代初期に築かれた西

条藩陣屋跡のお堀の内側に建っている。

白い礼拝堂が北東の堀端に、南側に牧師館、西側に

幼稚園があり、それぞれが切妻の瓦屋根によって統

一され、三棟が渡り廊下で繋がり園庭を囲むように

群を成してお堀とともに調和して佇んでいる。

牧師館・礼拝堂・幼稚園から成る建築群お堀からの眺め

南側外観 北東側（礼拝堂への渡り廊下）

客間.1（旧YMCA相談所）

室.1（旧集会室） 客間.2（旧来客用寝室）

玄関・プライベート側階段

西条栄光教会牧師館は、北側に建つ礼拝堂に合わせるよ

うに高さを抑えた日本瓦の切妻屋根と1階を杉板、2階

を漆喰壁の真壁とした民藝風の意匠で、お堀の情緒に

あった景観を作り出している。大屋根としたことで、床

の段差や吹抜などが立体的になり豊かな内部空間となっ

ている。建築当時は、信者の集会と牧師の生活といった

公私の用途を併せ持ち、回遊性がありながら階段や便所

を２つ設ける事で動線が交わらないようにゆるやかに分

節された巧みな計画となっている。

西条栄光教会は、倉敷レイヨン西条工場の数名の青年男

女の聖書研究会から始まった。昭和25年、教会建設を

決議。建設資金は募金や献金、バザーなどで集めた。ま

た当時の倉敷レイヨン大原總一郎社長の多額の寄付に

よって建設が実現するに至った。翌年、本社営繕部長の

浦辺鎮太郎の設計において教会建設が始まった。

建築家浦辺鎮太郎は、京都帝国大学建築学科でフランク

ロイドライトの高弟である遠藤新に師事し影響を受ける。

倉敷レイヨン入社後は、営繕部門で大原社長の構想する

まちづくりを支え、倉敷市に多くの作品を残している。

（倉敷国際ホテル、倉敷アイビースクエア等）

西条栄光教会と同じお堀の中に建つ西条郷土博物館や愛

媛民藝館も浦辺の設計によるものである。

西条栄光教会建築群は平成27年に保存再生調査を開始

した。その結果、最も危険な状態の結果が判明した牧師

館の改修計画を翌年始動。予算不足による分離発注やＤ

ＩＹ等も行ないながら１年半の工事を終えた。改修計画

では、文化財として当時の姿に戻すのではなく、時を経

て改変された部分を受け入れ今後も使い続ける事をテー

マとしている。

all photo©北村徹

改修マップ



愛媛県今治市
 やぎしょうてんほんてんしりょうかん

八木商店本店資料館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

八木商店本店資料館

大正7年（西暦1918年）

木造2階建て

愛媛県今治市波止浜2丁目406-1

0898-41-5101

http://yagishoten-honten.jp/

令和4年6月現在休館中

再開時期についてはHPをご確認ください

JR今治駅より車で10分、駐車場有

国登録有形文化財（令和3年登録）

「八木商店本店」は今治の実業家・八木亀三郎（1863～1938）が大

正５年から７年にかけて建てた「八木商店」の店舗兼住宅。八木亀三

郎は海運業・製塩業を生業とし、息子の實通(まさやす)とともにわが

国の北洋漁業の先駆者でも知られる。

総敷地面積1,276坪（裏山回遊式庭園含む）、屋敷は床面積238坪。

「モダンなデザインの内装の一方、耐震性や湿気対策に配慮された近

代和風建築の好例」と高い評価を得ている。棟梁の津川喜一郎は、八

木家のお抱え大工で、ロシアで洋風建築学を学んだとされる。

現在は藤高興産株式会社の所有・管理で、平成30年から藤高グループ

の私設資料館「八木商店本店資料館」として一般に公開されている。

この建物は、玄関のある店舗棟、居住棟、座敷棟の３棟

で主に構成されており、それらを廊下でつないでいる。

その他に内蔵や離れも併設されている。

廊下に使用されている45枚のガラス戸は、大正時代の吹

きガラスを用いている。廊下の柱はツガ材、床板はツガ

材の柾目を使用しており、座敷棟の廊下は二重廊下と

なっている。この他にも杉の梁材、虎杢のトチ一枚板の

扉、ケヤキ玉杢材を用いた付書院等、建物の随所に上質

な木材が使用されている。

座敷棟の大広間の襖

や板戸には横山大観

の愛弟子・大智勝観

（今治市出身）の日

本画が描かれている。

中庭には、蟹工船が

樺太からバラスト代

わりに持ち帰った巨

石のほか、京都の鞍

馬石を用いた飛び石

などがある。

居住棟の床の間

コウモリを模った透かし 珍しい扇垂木

座敷棟の床の間

寵愛する孫娘の千菊にちなんだ菊模様の襖柄・引手・欄間透彫

裏山の回遊式庭園からの眺め










